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周手術期実習に おける学生 の 手術に 対す るイ メ ー ジ の 変化
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要 旨

私た ち は , 了解の 得られ た看護学科 4 年次生60 名を対象にS D 法 ( 形容詞23 対) を用い て 成人

看護学 ( 急性期) 実習前後の 手術に関す るイ メ
ー ジ調査をお こ な っ た . 実習前の 手術に関す るイ

メ
ー ジ は , ｢ 清潔な｣ ｢ 特色の あ る｣ ｢ 激しい｣ ｢ 固 い｣ ｢ は り つ めた感 じ｣ ｢ 男性的な｣ ｢ ちか ら強

い｣ ｢ 変化に富ん だ｣ ｢ 特色の ある｣ ｢ テ ン ポ の 速い｣ ｢ せ わしない｣ ｢動的｣ ｢ ク ー ル な｣ ｢ 不安定

な｣ で あ っ た.

実習前に比 べ て , ｢ 楽しみで ある - 憂う つ で ある｣ ｢ 好き 一嫌い｣ ｢ 明る い 一暗い｣ ｢親 しみ やす

い 一親 しみに く い｣ ｢ の どか な一緊迫 した｣ ｢ 激しい - 穏や か な｣ ｢ は り つ め た - ゆ っ た りした｣

｢ 生 き生 きした一生気の ない｣ ｢和やか な - とげとげした｣ の 9 項目で 差が見 られた.

イ メ ー ジ は
,
ある対象に対するそ の人の 過去経験や感情の 評価な どのJL ､的過程の はたらきの 総

体を反映し, 否定的なイ メ ー ジ は
, 消極的や無気力な行動を生み , 肯定的なイ メ ー ジ は , 積極的

行動を生み 出すと考え られ る. 今回調査した結果, 手術に関す る肯定的なイ メ ー ジ へ 変化して お

り
, 学生の 実習態度の 向上 に少なからず効果的に作用す るも の と考え られた .

キ ー

ワ
ー ド

S D 法,
イ メ ー ジ変化, 成人看護学実習, 手術

は じめに

人口動態や疾病構造の 変化, 医療の 高度化, 保

険 シ ス テ ム の改革など看護を取り巻く社会環境 は

変化し続 けて い る. 看護基礎教育にお い て も, こ

の よ うな保健医療情勢に即 して 質の 高い 看護実践

能力の 育成を目指して い るが , 臨地実習に おけ る

教育活動に は , 多く の 課題が指摘されて い る
1 ー 3 )

と りわけ
, 成人看護学 ( 急性期) 実習は , 学習環

境の 複雑さや患者像の 把握が難しい こ とから, 学

生に と っ て も課題が多い . ま たさ らに学生は ｢手

術｣ と い う言葉に対し, 授業や メ デ ィ ア な どを通

して脅威的で 緊迫したイ メ ー ジを抱い て い る者が

多く , こ の こと も実習を困難に して い る
一

因と考

えられる .

本学成人看護学 ( 急性期) 実習で は, 生命 の危

機的状況や生命の 急激な変化が予想され る対象を

理解し, 生命の維持, 苦痛の 緩和,
日常性の 回復,

社会復帰に向けて の 看護が実践で き る能力を養う

こ とを目的と して 実習を展開し, 受け持ち患者の

手術見学を組み込ん で い る .

特 に手術見学実習で は , 個別指導に よ る見学目

標の 明確化, 学生指導 マ ニ ュ ア ル の 導入に よる指

導の 充実をはか っ て い るが, 今回実習前後の 手術

に関す るイ メ ー ジを調査 した の で報告する ( 図1) .
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周手術期実習にお ける学生の 手術に対するイ メ ー ジ の変化
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図 1 手術室見学実習前後の学生のイ メ
ー ジの変化

研究方法

1 調査対象 : 調査に対し, 参加 ･ 不参加の 自由,

不参加の 場合で も実習に不利益を こ うむる こ と

の ない こ と を十分説明の 上 , 協力の 得られた本

学看護学科 4 年生60 名.

2 調査時期 : 実習開始前と手術見学実習後

3 調査内容 : 看護学生数名に手術及び手術室 の イ

メ
ー ジを形容詞で 自由記載 して も らい , さ らに

文献等から得られた手術 の イ メ
ー ジか ら形容詞

対23 項目をS D 法 ( 5 段階) に よ り測定した.

4 分析 : 手術室見学実習前後の 各形容詞対の 平均

値の 差をT 検定を用い て 検定した.

結果と考察

実習前の 手術及び手術室の イ メ
ー ジは, 特に高得

点域は, ｢ 清潔な｣ ｢ 特色の ある｣ ｢ 激しい｣ ｢ 固い｣

｢ はり つ めた感じ｣ ｢ 男性的な｣ ｢ 力強い｣ ｢ 変化に

富ん だ｣ ｢ 特色 の ある｣ ｢ テ ン ポ の 速い｣ ｢ せ わし

ない｣ ｢ 動的｣ ｢ ク ー ル な｣ ｢ 不安定な｣ で あ っ た.

学生 は, ｢ 激 し い｣ ｢ 固 い｣ ｢ はり つ め た感 じ｣ か

ら脅威的で緊張感, ｢ テ ン ポ の速い｣ ｢ せ わしない｣

｢動的｣ か らは動き の 速い イ メ
ー ジ して い る と考

え られる. ｢ せ わ しない｣ と い うイ メ
ー ジ は

, 早

な る動き の速さで はなく ,
どち らかと い うと否定

的イ メ ー ジが含まれて い ると考え られ る .

ま た, 手術室 ･ 手術 は非常に ｢ 清潔な｣ で ,
｢ 特

色ある｣ とイ メ ー ジして い る .

ま た, 親近性を示す ｢ 楽 しみ で あ る｣ ｢ 好きで あ

る｣ ｢ うき うきする｣ と い うイ メ ー ジ は, 実習前

は どち らで もない古手近い 点数域で あ っ た.

実習後にお い て の 高得点領域は , ｢ 清潔な｣ ｢ 楽

しみで ある｣ ｢ 好き｣ ｢ 明る い｣ ｢ 激しい｣ ｢ 固 い｣

｢ は り つ めた｣ ｢ 力強い｣ ｢ 変化に富ん だ｣ ｢生き生

き した｣ ｢ 動的な｣ ｢ ク ー

ル な｣ ｢ 不安的な｣ で あ っ

た .

実習前と比 べ る と, ｢ 楽しみ で ある｣ ｢ 好き｣

｢ 生き生き した｣ が高得点領域と変化して い る .

ま た , 実習後 , ｢ 好き 一嫌 い｣ ｢ 明る い 一暗い｣

｢ 親しみやす い - 親しみにく い｣ ｢ の どか な一緊迫

した｣ ｢ 激しい 一穏やか な｣ ｢ は り つ め た - ゆ っ た

りした｣ ｢ 生き生きした 一生気の ない｣ ｢和やかな-

とげとげした｣ で実習前に比 べ て 差が見られ た.

( 図 1 )

これ らから, 手術室は ,
どちらかと い うと ｢嫌い｣

｢親 しみ に く い｣ とイ メ
ー ジされて い た も の が ,

｢ 好き｣ ｢親 しみや すい｣ に , ｢ 緊迫し, 激 しく ,

はり つ めた, とげとげ した, 生気の ない｣ イ メ ー

ジ は , 実習前に抱い て い たイ メ ー ジから ｢ の どか

な, 穏やかな, ゆ っ たり, 和やかな, 生き生き し

た｣ に変化して い た と考え られ る.

ま た自由記載 の 内容か ら, 手術見学実習前は

｢冷たい｣ ｢ ぴりぴり した｣ か ら, 手術室見学後は,

｢ 親切な｣ ｢ 興味の ある｣ ｢ 魅力あ る｣ 等が記載さ

れて い た
.

表 1 学生が自由記載した手術室に対するイメ
ー ジ

術前 術後

･ 冷た い感じ
･ ス タ ッ フ が親切

･ ビリ ビリして いる ｣ 動きが機敏
･ 機械的な

･ 作業がスム
ー ズ

･ 特別な空間
･ 不安
･ 忙 し い
･ て きぱきした

･ 安心で きる雰囲気
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今回の調査から, 手術見学実習を経験する こ と

で , 親近性を示す ｢ 好き
一

嫌 い｣ ｢ 明る い - 暗 い｣

｢ 親しみやす い 一親 しみ にく い｣ ｢ 生き生き した一

生気の な い｣ の イ メ
ー ジ に変化が見られ た.

こ の

イ メ
.

- ジ の肯定的変化は , 個別指導に よ る手術見

学目標の
＼

明確化や学生指導 マ ニ ュ ア ル に よ る マ ン

ツ
ー マ ン指導に よる効果が大きい と考えられる .

表2 手術室見学前後で有意差のみられた項目

楽しみである一憂うつである 姪圭一 嫌 い

親しみやすい
一 親しみ にく い 盟量上ユー 暗 い

テ ンポの遅 い - テ ンポの速い 墓監を一 型にはま っ た

の ん M - せ わ しない 和やかな- とげとげしい

生き生きした一生気のない

一 般的に手術に伴う患者の 身体面の 変化は , 蘇

酔や手術侵襲に伴う全身的な生体反応, 手術に伴

う機能低下 , 創部痛 ,
多く の ラ イ ン 類の 挿入 と

M E 機 器 の使 用な ど病態 の 理解や 管理 は複雑 で あ

り ,
そ の 回復経過 は早い . ま た, 心理的側面にお

い て も
,
生命の維持 ･ 回復を医療者に頼らざるを

え ない 状況下で の 患者は , 不安 ･ 緊張を抱え, 情

緒不安定で ある こ とが多い .
こ の よ うな状況にあ

る周手術期患者の 全体像を手術前に把握し, さ ら

にそ の 患者の 問題点を予測する こ とは困難で ある .

しか しながら
, 受け持ち患者の 手術を見学す る目

標をより具体的な形で 明確化し, そ の 内容を見学

前に手術室担当指導者に報告する こ とで , 手術室

担当指導者との ラポ ー ル形成や情報の共有に役立 っ

て い る.

さらに , 平成13 年度新たに学生指導 マ ニ ュ ア ル

に よ る指導が開始され た .
こ の マ ニ ュ ア ル は

, 辛

術見学実習の 目標に そ っ て指導内容を統 一 する こ

とを目的に作成され た. 学生は, 手術見学目標を

明確化して 見学に臨み , 実際の 手術見学で は ,
こ

の マ ニ ュ ア ル に そ っ て 担当指導者か ら マ ン ツ ー

マ

ン の 指導を受けて い る .
こ の こと は, 学生, 指導

者両者に と っ て 目標を共有す る こと に つ なが り,

よ り効果的な学習環境を提供す る ことがで き たと

考えられ る.

S D 法 ( S e m a n ti c diff e r e n ti a l m et h o d) は,

O s g o o d が人が あ る状況 で どの よ うな行動をと る

かば , そ の 状況の ｢ 意味｣ をどの ように意識する

か に よ っ て 規定され ると い う発想か ら1 9 5 7 年に開

発 され, 社会学 ,
心 理学 , 看護学等 で 幅広く使用

されて い る
4 )

.
っ ま りイ メ

ー ジ は
,
あ る対象に対

す るそ の 人の 過去経験や感情の 評価などの )L ､的過

程の は たらきの 総体を反映し, そ の 後の 行動が規

定される の で ある
5 )

. 否定的なイ メ
ー ジ は

, 消極

的や無気力な行動を生み, 肯定的なイ メ ー ジ は
,

積極的行動を生み出すと考え られる .

臨地実習は , 学生が理論を応用す る技術や人間

表 3 手術見学実習の 実習概要

目 標

(D 手術室を月交り巻く環境につ いて述べる こ とがで きる

②患者 ･ 医療従事者 ･ 環境に対する感染対策につ い て述べ ることができる

③手術体位と固定方法が患者に及ぼす影響につ い て述べ ることができる

④麻酔の種類と作用機序及び使用された麻酔薬
･ 筋弛緩剤の作用を述べ ることがで きる

⑤手術中の患者の状態を観察する ことができる

⑥麻酔覚醒時の患者の状態を観察する ことができる

⑦術前 ･ 術中 ･ 術後 の看護の継続性につ いて述べることがでさる

内 容

①オリエ ン テ
ー シ ョ ン : 手術室の構造と機能につ い て の オリ エ ン テ

ー

シ ョ ンをうける ｡

②手術見学目標の明確化と報告 : 術前患者の 身体的
･ 心理 的状態を把握し､

術前及び術中起こりうる問題点を予測して ､ 手術見学目標を明らかにする｡

手術前臼に､ 手術室担当指導者へ報告を行う｡

③手術見学 : 手術室学生指導マ ニ ュ ア ルを使用し､ 手術室担当指導者の マ ンヅ
ニ

マ ン

指導による見学を行う｡

④まとめ : レポ ー トを提出する｡
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理解を学ぶ専門職の 本質を学ぶ機会で あ るが, 同

時に複雑性や不確かさ , 葛藤や不安定な状況を示

す場所で もある.

今回調査した手術に 関する肯定的なイ メ ー ジ へ の

変化は, 今後に学生 の行動に 少なか らず肯定的に

影響するもの と考える.

ま と め

今回, 成人看護学 ( 急性期) 実習前後の 手術に

関す る イ メ ー ジ調査 をお こ な っ た
.

実習前の 手術に 関す るイ メ ー ジ は
,
｢ 清潔な｣ ｢ 特

色 の ある｣ ｢ 激しい｣ ｢ 固 い｣ ｢ は り つ めた感 じ｣

｢男性的な｣ ｢ ちから強い｣ ｢ 変化に富ん だ｣ ｢ 特色

の ある｣ ｢ テ ン ポ の 速 い｣ ｢ せわ しな い｣ ｢ 動的｣

｢ ク ー ル な｣ ｢不安定な｣ で あ っ た
. 実習前に比 べ

て
,
9 項目で 有意差が あり, ｢ 嫌 い｣ ｢ 親 しみ にく

い｣ は , ｢ 好き｣ ｢親 しみやす い｣ に , ｢ 緊迫 し,

激しく , はり つ め た ,
とげと げした , 生気の ない｣

は , ｢ の どかな, 穏やかな , ゆ っ た り,
.
和やか な,

生き生き した｣ に変化して い た. 実習前は , 手術

を脅威と して 捉え て い た傾向が あ っ たが
, 実習後

は肯定的イ メ ー ジ に変化して い た.
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A b s t r a et

W e i n v e s t lg a t e d i m a g e
- c h a n g e s o f 60 n u r si n g st u d e n t s f o r t h e o p e r ati o n b e f o r e a n d a ft e r

cli n i c al t r ai ni n g t h r o u g h t h e a n aly s 上s Of f r e e i m a g e
- d e s c rip ti o n f o r t h e o p e r a ti o n r o o m a n d -

b y t h e s e m a n ti c diff e r e n ti al m et h o d (S D M ) i n w hi c h t h e s t u d e n t s s el e ct ed e a c h o n e w o rd i n

t h e p a n el o f 23 p a l r S O f a n t a g o n is ti c w o rd s . T h e r e p r e s e n t a ti v e d e s c r lp ti o n s f o r th e o p e r a ti o n
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. W it h t h e l a p s e of t r a i n l n g p e ri o d , t h e y s e e m ed t o c o n fi r m t h e m o st
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w hi c h c h a n g e d t o th e d e s c r lp t l O n O f
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S D M s h o w ed t h a t t h e r e w e r e s lg n ifi c a n t diff e r e n c e s i n 9 it e m s b et w e e n p r e
- a n d
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a n d
H
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･ I n all -

t b e s e it e m s
,
t h e n e g a ti v e i m a g e s c h a n g e d t o th e p o siti v e o n e s , i n di c a ti n g t h a t t h e cli ni c al

t r a i n l n g i n t h e o p e r ati o n r o o m m ig ht e x h ibit e d u c a ti o n al eff e ct a n d c o n t rib u t e t o e st a bli s h

t h e a ttit u d e a s t h e n u r si n g st u d e n t s .
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